
旭川工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 史学
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 一般人文科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 後期:2
教科書/教材 特になし
担当教員 平野 友彦
到達目標
1. アイヌ文化の歴史、特質について理解できる
2. 北海道地域社会の成り立ちについて理解できる
3. 北海道を取り巻く国際環境の一端を理解できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
(B-1)

アイヌ文化の歴史、特質について
、
正しく理解することができる

アイヌ社会の歴史、特質に関する
事柄を知ることができる

アイヌ文化の歴史、特質について
の
理解が不十分である

評価項目2
(B-1)

北海道地域社会の成り立ちについ
て、正しく理解することができる

北海道地域史の成り立ちに関す
る事柄を知ることができる

北海道地域史の成り立ちについて
の理解が不十分である

評価項目3
(B-1, B-2)

北海道を取り巻く国際環境につい
て、正しく理解することができる

北海道を取り巻く国際環境に関す
る事柄について知ることができる

北海道を取り巻く国際環境につい
て
の理解が不十分である

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 アイヌ民族の歴史は対外交流の歴史でもある。その文化の国際性は本州以南の文化のそれと匹敵する。そこで本講義は

アイヌ民族の歴史と文化を紹介し、アイヌ民族を育んだ北海道の歴史風土の特質について理解することを目的とする。

授業の進め方・方法 プリント、図録等を使い、アイヌ民族形成の経過と本州文化との関わり、アイヌ文化の特徴、アイヌ民族問題の現状な
どについて分かり易く説明する。

注意点

北海道史についての概説書を一冊でも読んでおくことが望ましい。特にテキストは用いないので講義をきちんと聴き、
ノートをしっかり取ること。試験は、中間・期末の２度行い、ノートやプリントから出題する。レポート課題はよく調
べ、参考図書を明記して提出すること。
・教育プログラムの学習・教育到達目標の各項目の割合はB-1(70%)、B-2(30%)とする。
・総時間数45時間（自学自習15時間）
・自学自習時間（15時間）は、日常の授業（30時間）に対する予習復習、レポート課題の解答作成時間，試験のための
学習時間を総合したものとする。
・評価については、合計点数が60点以上で単位修得となる。その場合、各到達目標項目の到達レベルが標準以上である
こと、教育プログラムの学習・教育到達目標の各項目を満たしたことが認められる。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 アイヌ民族問題の現状 日本における先住民族問題、アイヌ文化振興法成立の
経過について知ることができる。

2週 北海道先住民族の歴史　(1)アイヌ文化の特徴 アイヌ文化成立までの歴史的推移を、北海道住民の周
辺地域との交流を中心に概観することができる。

3週 北海道先住民族の歴史　(2)先住民族の歴史 アイヌ文化成立までの歴史的推移を、北海道住民の周
辺地域との交流を中心に概観することができる。

4週 古代国家と蝦夷（１） 当該期における「蝦夷」用語の意味と古代国家の蝦夷
政策について理解することができる。

5週 古代国家と蝦夷（２） 当該期における「蝦夷」用語の意味と古代国家の蝦夷
政策について理解することができる。

6週 中世日本と蝦夷･蝦夷島（１） 蝦夷島と周辺地域との住民による交易状況と、それが
蝦夷島住民に与えた影響を理解することができる。

7週 中世日本と蝦夷･蝦夷島（２） 蝦夷島と周辺地域との住民による交易状況と、それが
蝦夷島住民に与えた影響を理解することができる。

8週 中間試験

4thQ

9週 松前藩の成立とアイヌ社会（１）
幕府外交体制の一環に組み込まれた松前藩の役割と、
それによるアイヌ社会への影響について知ることがで
きる。

10週 松前藩の成立とアイヌ社会（２）
幕府外交体制の一環に組み込まれた松前藩の役割と、
それによるアイヌ社会への影響について知ることがで
きる。

11週 松前藩の成立とアイヌ社会（３）
幕府外交体制の一環に組み込まれた松前藩の役割と、
それによるアイヌ社会への影響について知ることがで
きる。

12週 蝦夷地政策の推移とアイヌ社会（１）
北方問題をめぐる幕府･松前藩の蝦夷地対応のあり方と
、それがアイヌ社会に与えた影響を知ることができる
。

13週 蝦夷地政策の推移とアイヌ社会（２）
北方問題をめぐる幕府･松前藩の蝦夷地対応のあり方と
、それがアイヌ社会に与えた影響を知ることができる
。

14週 旭川とアイヌ民族問題 旭川村成立以降の行政とアイヌ民族との関わりについ
て知ることができる。

15週 期末試験
16週 試験の解答及び解説等

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会 地歴

日本を含む世界の様々な生活文化、民族・宗教などの文化的諸事
象について、歴史的または地理的観点から理解できる。 3

国家間や国家内で見られる、いわゆる民族問題など、文化的相違
に起因する諸問題について、地理的または歴史的観点から理解で
きる。

3

文化の多様性を認識し、互いの文化を尊重することの大切さを理
解できる。 3

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 90 10 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


